
授業科目
全科共通科目基礎教養

【担当教員名】 対象学年 １ 対象学科 理学・作業・言語・義肢・臨床・健栄・スポ・社会・看護・情報

李　点順
開講時期 後期 必修選択 選択

単位数 １ 時間数 30

【カリキュラムポリシーとの関連性】

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現

○ ○ ○

【概要】

ハングルの基礎から、日常生活や海外旅行で役立つ短いフレーズを覚えておく。また、韓国ドラマや映画などの鑑賞を通じて、身近

な韓国文化にも触れる。

【学習目標】

ハングル文字の仕組みを理解したうえで、簡単な挨拶や自己紹介ができるようにする。

回
数

授業計画・学習の主題
SBO
番号

学習方法・学習課題
備考・担当教員

１ 韓国語について

２ 基本母音

３ 基本子音（平音）

４ 基本子音（激音、濃音）

５ 複合母音

６ パッチム

７ 発音ルールの変化

８ 発音ルールの変化

９ 日本語のハングル表記、反切表

10 全体的なまとめ

11 使える韓国語会話―いくつかの挨拶表現

12 使える韓国語会話―数字の読み方

13 使える韓国語会話―自己紹介

14 韓国文化に触れる―ドラマ、映画鑑賞

15 期末テスト

【使用図書】 ＜書名＞ ＜著者名＞ ＜発行所＞ ＜発行年・価格 他＞

教科書
（必ず購入する書籍）

参考書
基礎から学ぶ韓国語講座　初級 木内　明 国書刊行会 2009・2,100 円

その他の資料

【評価方法】

期末テストおよび出席現況などを参考に総合

的に評価する。

【履修上の留意点】

韓国語Ｉ


